
●インフォグラフィックス／ Infographics 

オーディエンス
賞

優秀作品
賞

・内山 健太 （代表者）

・相澤 果凛

・児玉 実環

・福田 真唯子 

カップ麺の「包装」ってすごくね？タイトル

メンバー

作品概要 本作品では、カップラーメンの包装を題材に、普段意識

されにくい「包装の価値」をZ世代に伝えることを目的

としています。身近な存在であるカップラーメンを通じ、

包装が単なる包みではなく、品質保持・安全性・環境配

慮を担う重要なデザインであることを可視化します。そ

の背景には、包装の機能や工夫が見過ごされがちな現状

があるからです。そこで、カップラーメンができるまで

の各種包装方式などの具体的要素を直感的に整理し、理

解しやすい表現を目指しました。本作がZ世代の日常的

に消費する商品への視点を広げ、包装の価値を改めて考

えるきっかけになればと考えています。

第3クオーター 受賞作品一覧

東京工科大学 × 日本包装機械工業会 共同研究

デザインアプローチによる
包装業界の魅力の抽出と発信



●インフォグラフィックス／ Infographics  [3Q] 

・小倉 那月 (代表者) 

・小堀 蒼生

・武田 彩希

・日野 創太

こころ奏でるCD包装タイトル

メンバー

作品概要 本作品は包装資材の中でもCD包装の魅力を若い世代

に伝えることを目的としたインフォグラフィックスで

ある。アイドルやバンドなどの推し活を楽しむ音楽好

きな若者をターゲットとし、推し活との親和性が高い

CD包装に着目することで包装資材への関心を高める

ことができると考えた。

CDは単なる音楽媒体ではなく、手に取る瞬間や開封す

る体験、飾る行為を通して感情を動かす存在であり、そ

の音楽体験を支える重要な役割を包装が担っている。

導入部分でCDの歴史を提示することで音楽好きな人

の興味を獲得しつつ、全体を通して、包装が心踊る音

楽を届ける基盤であることを伝える内容になっている。

グループ
賞

・嶋村 行哉(代表者) 

・金森 茜

・髙野 須楓

・山岸 千紘

地球の未来を包装しようタイトル

メンバー

作品概要 本作品は現代の廃棄物問題と包装業界の環境問題改善

へ向けての取り組みを知り、若い世代に環境問題に関心

を持ってもらうことを目的としている。主に買い物好き

の人をターゲットとし、買い物ついでや簡単に実行でき

る環境問題改善に向けた取り組みを、すごろくを利用し

紹介している。すごろくは地球を切った皮のようなビ

ジュアルにし、「包む」を表現している。すごろくを選択

した背景としては、若い世代にゲーム感覚で自分たちが

できる取り組みを知ってもらおうと考えたからである。

本作を通して、若い世代が環境問題改善に取り組むきっ

かけとなることを望んでいる。

グループ
賞



●インフォモーション／ Infomotion

・櫻井 こころ

恋のアップデート日記♡タイトル

作品概要 本動画は、恋という身近なテーマを通して、普段は気づか

れにくい包装が、地球と人のために静かに積み上げられ

てきた努力の上に成り立っていることを伝える作品である。

ターゲットは恋をしている女子高校生。包装に全く興味の

ない人にも関心を持ってもらうためには、自分自身の経験

と重ねて考えてもらうことが重要だと考え、多くの人が経

験したことのある「恋」をテーマにし、親しみやすさを狙った。

恋には、相手に見えないところで工夫する「言葉にしない

努力」が多く存在する。包装もまた欠かせない存在であ

りながら、使う人のことを考え、見えない部分で多くの工

夫や試行錯誤が重ねられている点で共通している。

コンセプトは「恋みたいに言葉にはしない静かな努力」。

恋の経験と重ねることで、包装業界も同じように努力を

続けている存在であることに気づいてもらうことを目指

した。

優秀作品
賞

・内山 健太 

カップ麺の「包装」ってすごくね？タイトル

作品概要 本動画のターゲットは、大学生活に勤しむZ世代の大学

生です。日常生活に欠かせない包装は、商品を守り、

情報を伝え、利便性を高める重要な役割を担っています

が、商品が「包装されている」こと自体は意識されにく

くなっています。そこで大学生にとって身近なカップ麺

を題材に、容器やフタ、外装フィルムといった包装の機

能や工夫を視覚的に提示することで、包装があることで

豊かになっている日常を具体的に示します。本動画を通

して、何気なく消費している包装への視点を変えて、包

装の価値や必要性を再認識してもらうことをビジョンと

しています。

グループ
賞



●インフォモーション／ Infomotion [3Q] 

グループ
賞

・野呂 知弘

毎日を包む仲間たちタイトル

作品概要 この作品は、即席麺の包装の技術が私たちの安全で便

利な食生活を支えていることをテーマとしています。お

腹が空いた時に手軽に食べられるという利便性を持つ即

席麺は、包装機械の技術によって安全性が守られている

から安心して食べることができるのです。動画では、カッ

プだけでなく小袋や麺そのものにも包装機械による形状

や異物混入検査などの細心のチェックが行われているこ

とを説明しています。私たちが日常的に安心して即席麺

を食べることができていることを、キャラクター化したビ

ジュアルを用いて、即席麺をよく食べる同年代の若者に

即席麺の包装の重要性を身近に感じてもらうことを目的

として制作しました。

・五十嵐 楓

見えない 技術が 味を 守る！ 
進化する 醤油ボトル

タイトル

作品概要 本動画では、日常生活に欠かせない包装の便利さやあ

りがたみを伝えることを目的としています。その理由は、

普段何気なく使っている醤油をはじめ、私たちの身の回

りにある多くのものが包装によって支えられ、食の美味

しさや安全、使いやすさが保たれているからです。そこで、

食べることが好きで「美味しく食べたい」と考えるZ世代

をターゲットに、身近な存在である醤油を具体例として

取り上げ、現代の包装の便利さや生活との深い関わりを

表現しました。この動画を通して、食を楽しむ人々に向

けて、生活の中になくてはならない包装の大切さを改め

て感じてもらいたいと考えています。

オーディエンス
賞



優秀作品
賞

・岡田 亜子 （代表者）

・内 田凪

・庭 山雅隆 

包装が 支える コミュニケーションタイトル

メンバー

作品概要 本企画の ターゲットは、 SNSでの 共有や 映え、 パケ買いを 

意識する Z世代です。 彼らが 商品選びで 重視する 「見た 

目」は、 実は 高度な 包装技術に よって 支えられていると い

う 事実を 伝える ことを 目的と しています。 Z世代は プレゼ

ントを 贈る 際に サプライズ 性や 空間演出、 写真や 動画に 

残すことまで 含めて 体験と して 捉える 傾向が あります。 そ

うした 中で、 贈り物の 第一印象や 安心感を 担っている 包

装は、 無意識の うちに 人と 人の コミュニケーションを 支え

る 存在と なっています。 身近で ありながら 意識されにくい

包装を、 「贈り物」を 通して 可視化する ことで、 包装が 支え

る コミュニケーションの 価値を 再認識して もらう ことを 目

指します。 

たとえリボンがなくても、丁寧な包装は気持ちを伝えるプレゼントになる。

① 贈る① 贈る

ギフトを通じたコミュニケーションを
大切にし、見た目の良さや、SNS 映え
を重視している。

② 受け取る② 受け取る

丁寧な包装は、想いを伝えるだけでは
なく、開けた時にワクワクと特別感を
生み、ただの商品を「体験」へと変え
てくれる。

東京工科大学 × 日本包装機械工業会 共同研究

デザインアプローチによる
包装業界の魅力の抽出と発信

●インフォグラフィックス／ Infographics 

第4クオーター 受賞作品一覧



●インフォグラフィックス／ Infographics  [4Q]  

・鎌田涼夏 （代表者）

・持 地 駿

・ 江川 実来 

もし包装機械が なかったら、 あなたの 1日
は どうなる？ 

タイトル

メンバー

作品概要 本作は、 当たり前すぎて 意識される ことの ない 「自動包装

技術」が、 私たちの 豊かな 生活を 支える 不可欠な 生命線

である ことを 伝える インフォグラフィックスです。 若者の 包

装技術に 対する 関心は 極めて 低いのが 現状ですが、 もし

この 技術が なければ、 商品の 安全性や コストパフォーマ

ンス、 物流スピードは 維持できません。 そこで、 大学生の 一

日を 軸に 「自動包装が ある 世界」と 「手包装の 世界」を 左

右で 対比し、 手作業では 実現不可能な 生産性や 品質の 安

定性を、 陳列棚の 在庫数の 差などを 用いて 視覚的に 表現

しました。 この 比較を 通じて、 自動包装が 現代社会の イン

フラである ことを 提示し、 学生が 包装技術の 恩恵を 自覚し

て 業界への 興味を 抱く きっかけと なる ことを 目指します。 

グループ
賞

・角掛  快翔 （代表者） 

・日 髙  凜世

・前 田 朱凜

・渡邊 銀雅

まもる。 味を。 パックで。タイトル

メンバー

作品概要 健康意識が 高く、 日常的に 口に する 食品の 質に 関心

を 持つ人を ターゲットとし、 MAP包装の 価値を 可視

化する。 現在MAP包装は 多くの 食品に 用いられてい

るにも かかわらず、 その 技術は 十分に 知られていない。 

添加物を 使わず、 空気を 調整する ことで 鮮度を 保つ

と いう MAP包装の 特性は、 健康を 重視する 層の 価値

観に 訴えかける ことができる。 実際の 食品や パッ

ケージ 表現を 通して、 空気の 調整に よる 保存と いう 

仕組みを 視覚的に 伝える。 これに より、 MAP包装を た

だの 食品から 選択の 一つにし、 安心して 食品を 選ぶ

視点を 提示する ことを 目指す。 

グループ
賞

×

体調に問題なし！



・遠藤春希 （代表者）

・齋藤梨華

・美野ルカ

・山口希京

今 日から 始める 真 空包装タイトル

メンバー

作品概要 一人 暮らしの 大学生に 向けて、 「真 空包装」に よる 自炊

の 効率化を 提案する インフォグラフィックスを 作成し

ました。 多忙な 学生に とって、 買い 出しや 調理の 手間を 

省きたいと 考える 人は 多いと 想定しました。 真空包装

の 特性は、 こうした ニーズに 合致しています。 具体的に

は、 空気を 抜いて 食品を コンパクトに する ことで 収納

が 容易に なり、 さらに 長期保存が 可能に なる ため、 「ま

とめ買い」と いう 選択肢が 生まれます。 この インフォグ

ラフィックスでは、 真空包装の 利点を わかりやすく ま

とめました。 これを 通じて、 真空包装の 便利さを 実感し

て もらうだけでなく、 生活を 支える 「包装技術」への 関

心を 広げる きっかけに なればと 考えています。 

オーディエンス
賞

●インフォグラフィックス／ Infographics  [4Q]  



●インフォモーション／ Infomotion

・横 内  遥

ラベルレスで ラクエコライフタイトル

作品概要 本作品は 「ラベルレスで ラクエコライフ」を テーマに、 

日常の 中で 感じやすい 手軽さに 着目し、 ラベルレスボ

トルを 選ぶことで 無理なく エコな 行動に つながると い

う ことを 動画を 通して 表しています。 近年、 身近な お店

で 見かけるようになった ラベルの ない ペットボトルは、 

分別の 手間が 減るなどの ラクな 側面と、 プラスチック 

使用量の 削減に つながる エコな 側面を 併せ 持っています。 

しかし、 その 利点や 背景に ある 技術力は あまり 知られ

ていません。 ターゲットは 一人 暮らしを している 20 代

女性で、 ラベルレスペットボトルの 利点を 「ラク」と 「エ

コ」の 二つに 分けて 紹介し、 その 魅力や 二つの 側面を 併

せ 持った 機能性の 高さを 伝える ことを 目指して 制作し

ました。 

優秀作品
賞

・野田 依吹

薬の包装についてタイトル

作品概要 本作品は、 普段意識される ことの 少ない 「錠剤の 包装」

に 焦点を 当て、 その機能と 存在意義を 可視化する こと

を 目的としました。 私たちは 薬その ものには 注意を 払

う 一方で、 それを 守る パッケージに ついて 深く 考える 

機会は 少ないと 思います。 しかし 錠剤は、 衛生性の 確保、 

誤飲防止、 持ち 運びやすさなど、 さまざまな 理由から 個

別包装が 採用されています。 実際、 押し出し構造や 切り 

取り機能、 子どもには 開けにくく 大人には 扱いやすい 

CR包装、 さらに X線検査や 熱圧着、 充填・検査と いった 

複数の 工程を 経て、 安全性が 担保されています。 こうし

た 背景を 知る ことで、 薬の 「中身」だけでなく 「包む技

術」への 理解と 安心感を 生み出す ことを 本作品の ビ

ジョンと しています。 

グループ
賞



●インフォモーション／ Infomotion  [4Q]  

オーディエンス
賞

・木村 友美

詰め替えで減らそうタイトル

作品概要 この 映像は、 詰め替えパックに おける プラスティック

を 減ら すための 取り組みに 焦点を 当て、 パックの 形状

の 変化やリサイクル技術の 発達などを、 キャラクター

化した パックくんの 生活に 置き換えて 説明しています。 

ターゲットは、 シャンプーを 買う 人で、 子供から 大人ま

で 誰でも 見やすい親しみある アニメーションに してい

ます。 現状では 節約の ために 買っていた 詰め替えパッ

クを、 プラスティックを 減らすと いう 目的も 叶えてい

ると いう 意識を 持ってもらうのが 狙いです。 詰め替え

パックを 買う 場面から、 パックを 詰め替えて 捨てるま

での 流れを 軸に、 人間らしい 動きや 表情を 多く 取り 入

れ、 世界観に 入り込みやすくし、 内容を 効果的に 伝える

ように しています。 

・渡辺 悠奈

ボトルくんは知ってほしい。タイトル

作品概要 シャンプーの 詰め替えパックに おける 包装の 環境配慮の 

取り組みを、 アニメーションを 用いて コミカルに 表現し

ています。 ターゲットは 一人 暮らしの 20 代女性とし、 視聴

後に 詰め替えパックを 手に 取る きっかけと なる 事を 目的

と しています。 一人 暮らしを 始めると 詰め替えを 手に す

る 機会は 増えます。 しかし 作業の 手間から ボトルごと 購

入してしまう 人も 多いです。 また 節約以外の 環境的メ

リットが 十分に 認知されていないと いう 課題も あります。 

そこで、 詰め替えパックを 使用する ことが 環境にも 優し

いと いう 事を 伝える ために 可愛らしい アニメーションで 

表現しました。 そして キャラクターや 動きを 通して 特長

を わかりやすくに 伝える 構成と しています。 

グループ
賞


